
平成１７年度 横浜国立大学法科大学院入学試験（Ａ日程）

小論文試験試験問題（試験時間 １３：００～１６：００）

問題１ 以下の文章を読み、設問に答えなさい。

(注)著作権法等の配慮により問題文は割愛します。

なお、問題文は、次の文献から引用しております。

『アメリカ時代の終わり(上)』チャールズ・カプチャン 著（坪内淳 訳）

（２００３年 日本放送協会出版）

２１１ページ４行目９字 ～ ２１２ページ１７行目

問１ 下線部の「民主主義の輸出」とはどのような意味か。具体的事例を挙げて説明しなさい。

（200字以内 （注： 民主主義の輸出」は、問題文引用箇所中、１箇所のみ）） 「

デモクラティック・ピース

問２ 著者は民主的平和学派の命題について歴史的事例では説明できないとしている。では、
デモクラティック・ピース

民主的平和学派の命題が、説明力を持つようにするにはどのように立論すべきか。本文中に

挙げられた論拠を要約した上で、それ以外の論拠を挙げなさい （300字以上400字以内）。

デモクラティック・ピース

問３ 民主的平和学派の命題に、歴史的事例からではなく、論理的に反論しなさい。

（200字以内）



問題２ 以下の(Ａ)(Ｂ)(Ｃ)(Ｄ)の４つの文章は、いずれも教科書検定制度をめぐってかかれた

ものである。これらを読み、以下の設問に答えなさい。

(注)著作権法等の配慮により問題文は割愛します。

なお、問題文は、次の文献から引用しております。

(Ａ)『まともな人』養老孟司 著（２００３年 中央公論新社）

４１ページ７行目(表題除く) ～ ４２ページ３行目

４２ページ１４行目１６字 ～ ４３ページ１２行目２７字

(Ｂ)『なぜ教育論争は不毛なのか』苅谷剛彦 著（２００３年 中央公論新社）

１９４ページ１１行目 ～ １９６ページ３行目

(Ｃ)『教科書検定の問題点』兵頭俊夫 著

（２００２年 日本物理学会誌第５７巻第５号３１０ページ）

３１２ページ２段１２行目 ～ ３段１１行目

(Ｄ)『 あの戦争』を思う』芦部信喜 著『

（１９８８年 有斐閣 法学教室第９８号５ページ）

全 文

問１ 教科書検定制度に関する(Ａ)(Ｂ)(Ｃ)(Ｄ)の主張を、相違点が明らかになるように要約

しなさい （300字以内）。

問２ 高等学校で使用する教科書についての検定制度はどうあるべきか。(Ａ)(Ｂ)(Ｃ)(Ｄ)

それぞれの主張を踏まえて論じなさい （1000字以内）。


